
４ 新規登録者優良校の表彰 

 

【2018年度表彰校（実人数の部）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 教員養成  

 ・全柔連ＨＰに教員養成マニュアルを掲載 

 ・都道府県単位で教員養成に取り組むモデル県を選定 

 ・モデル県は、教員採用試験合格を目指す学習会を企画、運営 

 ・運営にかかる事務経費を全柔連が負担 

 

 

６ 中学生向け啓発冊子「高校でも続けよう」 

 ・心身の一層の成長を啓発 
 ・中学生が部活動を引退する７月期に大会での啓発 
 
 

７ 啓発冊子「中学校・高校で始めよう」 

・未経験者向けに学校部活動を紹介する冊子 
・柔道修行の楽しさ、身につけられるさまざまな能力を紹介 
 

   ２０１９年度 柔道人口拡大 普及事業 

                    公益財団法人 全日本柔道連盟 

１ 小学生向け啓発冊子 改訂版「中学生でも続けよう」作成 

 ２ 上記冊子を活用した小学生・保護者向け啓発講演 

  (1) 少柔協、合同練習会時（約３０分）  

   (2) 大会時（５～１０分） 

 ３ 指導者向け研修（約６０分）  

 ４ 新規登録者優良校の表彰  

 ５ 柔道を教えられる教員の養成   

 ６ 中学生向け啓発冊子「高校でも続けよう」作成 

 ７ 啓発冊子「中学校・高校で柔道を始めよう」作成 

 

 

 １ 小学生向け啓発冊子「中学生でも続けよう」 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

校    名 

豊田市立高岡中学校 宮城県立名取高等学校 

平塚市立金目中学校 富山高等専門学校 

新潟市立大形中学校 愛知県立岩津高等学校 

浜田市立第三中学校 大同大学大同高等学校 

名古屋市立植田中学校 神戸村野工業高等学校 

川口市立安行中学校 名古屋工業高等学校 

船橋市立宮本中学校 愛知県立稲沢高等学校 

岡崎市立矢作中学校 福岡県立香住丘高等学校 

宇都宮市立姿川中学校 岩手県立一関第二高等学校 

相模原市立大沢中学校 福岡県立修猷館高等学校 

京都市立桂中学校 天理高等学校第２部 

2018年度 ２１都県で試行、 

 新年度 改訂版作成 

・中学校柔道の仕組み、活動状況を紹介 

・中学校柔道Ｑ＆Ａ 

・柔道で身につくさまざまな能力 

中学校・高等学校で新規登録者（初心者）を多く入部させた学校を表彰 

２～３県を計画 

・高校で身につく力 

・高校柔道の魅力を紹介 

全中大会・インターハイで表彰 

「柔道まいんど」で紹介 

１位校は未経験者２７名入部 

担当：（公財）全日本柔道連盟 参事 田中裕之 ℡０３－３８１８－４１９９ 



２ 「中学生でも続けよう」冊子を活用した小学生・保護者向け啓発 

   ※都道府県単位ではなく、地区単位での開催にも対応します 

(1) 少柔協「みんなでじゅうどう」、合同練習会の機会を活用（約３０分） 

 ＜パワーポイント スライド抜粋＞ 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
        
 

(2) 大会（開会式）の機会を活用 

（５～１０分） 

 

 
 
 
 
 
 
 

☆「形」で輝く！☆ 

 

 

 

 

３ 指導者向け研修（約６０分） 

 ・少年団研修会、指導者資格更新講習会等の機会を活用 

  ＜パワーポイント スライド抜粋＞ 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     大分県少年柔道協会で実施した指導者研修会の新聞報道 

                                『大分総合新聞』 2019.2.9 

多様な柔道の価値を指導できる指導者の育成 

＜よき指導者の育成＞ 

・「精力善用 自他共栄」と教育 

・勝利至上主義の弊害 

・さまざまな柔道の効用 

・子ども達が自分で考えて動く 

効果的な指導方法 等 

・「中学生でも続けよう」冊子の紹介 

・柔道で身につくさまざまな力の説明 

【岩手県柔道連盟の取組紹介】 

 岩手県柔道連盟の主催大会では、試合に参加

する全ての団体から代表が出て、いつも「形」

の演武競技を行っています。 

 試合が苦手な子ども達も「形」で輝くことが

できています。 

＜小学生、保護者対象＞ 

・中学校の柔道（授業、部活動）解説 

・柔道のすばらしさを考える  

 （勝利以外に得られるさまざまな価値） 


